
募集期間 2025 年 6 月 1 日～10 月 10 日 

更新日：2025 年 2 月 19 日 





1.応募について

対象教科 理科・生活科・総合的な学習の時間など 

募集内容 

下記いずれかに該当する取組 

１．科学的思考力の育成を目指す理科教育実践研究 

２．創造性・問題解決力の育成を目指す先進的な科学教育実践研究 

(特に、この考え方の具体である STEM 教育や STEAM 教育に繋がっていくような内

容) 

募集期間 2025 年 6 月 1 日～2025 年 10 月 10 日 

助成内容 

と 

褒章制度 

助成金額：最大 50 万円  助成件数：35～50 件程度 

助成期間：2026 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日（1 年間） 

助成終了時に提出する成果報告書を選考委員が審査し、成果発表会の結果を踏まえて、 

理科教育大賞、理科教育優秀賞が決定します。 

「理科教育大賞」受賞校には、賞状と楯、副賞として 100 万円、 

「理科教育優秀賞」受賞校には、賞状と楯、副賞とし 50 万円が授与されます。 

募集対象 
国・公・私立の小学校、中学校、小中一貫校、義務教育学校、中高一貫校の中学部、 

特別支援学校の小学部・中学部  ※ 地域教育支援団体、NPO 法人や、個人の活動は対象外

助成金使途 

実践研究の遂行に必要な、教材・機器・参考資料・システム(アプリ他)の購入・レンタルや 

研修参加・講師招聘など 

《助成金が使えないもの》 

タブレット・PC の購入・レンタル、学校ネットワーク環境の整備、研究に関連しないもの

応募方法 

日産財団ウェブサイトの『概要・応募申し込み』ページにある 

「Web 登録システム」からマイページを取得し、ご応募ください。 

【概要・応募申し込み】https://www.nissan-zaidan.or.jp/entry/ 

応募に関する 

留意事項 

(1) 学校単位で、学校責任者名（学校長、理事長など）でご応募ください。
※学校許可のないクラス単位、個人単位での申請は受けられません。

(2) 一つの学校から複数の応募はできません。

ただし義務教育学校の場合は、前期課程と後期課程それぞれからご応募いただけます。 

(3) 助成終了時にご提出いただく成果報告書は、財団ホームページや冊子等に掲載します。 

(4) 助成等に関するイベントに Zoom を使用します。接続環境を事前に整備ください。

指定 URL から資料等をダウンロードいただくことがあります。

(5)他の機関からの助成を受けている(または同時応募する)場合は、下記を遵守ください。 

・原則として、他機関助成テーマとは異なる研究テーマ・課題・研究方法であり、

独立して研究が進められ、個別の成果を目指すものとする。

・もし他機関助成テーマの一部を共用する場合は、他の助成機関が本助成との重複

受領を認めていることを前提とし、共用部分を申告する。

情報の取扱に 

ついて 

後述の「５.個人情報の取り扱いについて」をご覧いただき、 

あらかじめご理解・ご了承の上、ご応募ください。 
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２.採択決定について

選考の観点 

以下の選考の観点をもとに、選考委員が総合的に判断します。 

・実践研究の着眼点が独自性、新規性に富み、実行可能であること

・実践の対象となる学年や授業内容が具体的に明記されていて、実践研究の計画が成果

達成に結びついていること

・実践研究の結果について、評価の視点と手法が具体的かつ適切であること

・助成金の使途内訳が、実践研究を行うにあたって効果的で適切であること

・他校への波及効果が期待できる実践内容および成果であること

・助成終了後も研究の発展が見込まれるもの

・連続応募やこれまで助成を受けたことがある場合、前年度(前回)からの課題や計画の

違い、内容の深まりが申請書から読み取れること

・倫理的配慮がなされているもの

結果連絡 

選考委員会において採否を決定し、2025 年 12 月下旬に応募申込時に登録されたメール 

アドレス宛に連絡します。

※「@nissan-zaidan.or.jp」からのメールを受信できるよう設定をお願いします。

※採否結果の理由等に関するお問い合わせは、お受けできませんのでご了承ください。

公表 
採択が決定した学校については、学校名・研究テーマを財団ウェブサイトやニュースレタ

ーなどで紹介します。 

選考委員 

選考委員長 長谷部 伸治  京都大学 名誉教授 

選考委員  稲田 結美 日本体育大学 児童スポーツ教育学部 教授 

岡田 努 福島大学 共生システム理工学類 教授 

小野瀬 倫也  国士舘大学 人文科学研究科 教授 

甲斐 初美 福岡教育大学 理科教育ユニット 准教授 

久保田 善彦  玉川大学 教職大学院 教授 

３.助成金について

振込と 

注意事項 

・ 助成金は、2026 年 4 月初旬にご指定の口座に全額振込みいたします。

・ 助成金は財団指定の『収支計算書』に出納を記録し、必ず領収証等の証憑書類の原紙と

ともに、助成終了時に提出していただきます。余剰金は返金になります。

・ 大学附属校等で大学口座へ振り込む場合、本助成はオーバーヘッド適用外となります。 

・ 助成校と当財団間で締結する同意書が遵守されない場合、助成金総額を返還いただく

ことがあります。
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４.スケジュールについて

《募集・採択期間》 2025 年 6 月 1 日～2026 年 1２月下旬 

◆ 募集期間

2025 年 6 月 1 日～10 月 10 日 
日産財団ウェブサイトから応募してください。 

◆ 採択決定

2025 年 12 月下旬 
登録先のメールアドレス宛に、採否結果が届きます。 

《準備期間》 2026 年 1 月～2026 年 3 月 31 日 

◆ 助成の手続き期限

2026 年 1 月 31 日 

助成金振込口座の連絡など、助成開始にあたっての手続き

をします。 

◆ 実践前面談＆説明会

2026 年 1 月下旬～2 月下旬 

選考委員による実践前面談と助成についての説明会を実

施します。オンライン（Zoom）で開催 

《助成期間》 2026 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日 

◆ 助成金振り込み

2026 年 4 月初旬 
ご指定口座に、助成金全額を振込みいたします。 

◆ 2025 年度成果発表会（※１）

2026 年 7 月下旬 

前年度の成果発表会です。助成対象者の交流の場も設けて

おりますので、是非ご参加ください。 

◆ 活動紹介レポート提出期限

2026 年 11 月 30 日 

実践の様子がわかる画像と実践内容の記事を、提出してく

ださい。 

◆ 報告書類提出期限

2027 年 3 月 31 日 
研究成果と助成金使途の報告をしてください。 

《成果波及期間》  2027 年 4 月 1 日～2027 年 10 月 31 日 

◆ 2026 年度理科教育大賞候補校決定

2027 年 5 月下旬 

2026 年度理科教育大賞候補校が決定します。 

候補校に選出されたら、成果発表会にすすみます。 

◆ 2026 年度成果発表会、大賞決定（※２）

2027 年 7 月下旬 

2026 年度理科教育大賞候補に選出された学校は、成果発

表会で成果を発表してください。 

◆ 受賞校へのインタビュー

2027 年 8 月～10 月 

財団が受賞校を訪問し取材した記事を、冊子で配布したり

財団ウェブサイトで公開し、成果を波及します。 

※１ 2025 年度(前年度)の理科教育大賞候補校による成果発表会です。

2026 年度助成対象者(校)には各校 2 名まで、東京近郊の会場までの旅費を支給いたします。 

優れた成果をあげた学校の取組を参考にして、知見を広め自校の実践研究に活かしてください。 

※２ 2026 年度の理科教育大賞候補校による成果発表会です。

候補校に選出された学校は成果発表会で成果を発表していただき、その結果を踏まえて理科教育大賞

が決定します。成果発表会には候補校のみが参加します。 

その他 

公開研究会や校内研究会などで、助成に関する実践を計画される場合はご一報いただければ、出来る限

り都合をつけて参観させていただき、財団ニュースレター等で貴校の取組を発信したいと思います。 
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５.個人情報の取り扱いについて

公益財団法人日産財団プライバシーポリシー 

1.法令等の遵守
本財団は、個人情報等を取り扱うにあたっては、「個人情報の保護に関する法律」（以下、個人情報保護法といいます。）、「行
政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」およびその他の関係法令、ガイドラインおよび本プ
ライバシーポリシーを遵守いたします。なお、本プライバシーポリシーにおける用語の定義は、他に特段の定めのない限り個
人情報保護法その他の関係法令の定めに従うものとします。

2.個人情報等の取得
本財団は、適正かつ公正な手段により個人情報等を取得するものとし、法令により例外として扱うことが認められている場合
を除き、ご本人に対して利用目的を予め明示し、または取得後速やかに通知いたします。予め公表する個人情報の利用目的に
つきましては、別記をご覧下さい。
本財団が取得する個人情報等の範囲は、当該利用目的を達成するために必要な限度を超えないものとします。
本財団は、要配慮個人情報を取得する場合は、法令により例外として扱うことが認められている場合を除き、予めご本人の同
意を得るものとします。

3.個人情報等の利用
本財団は法令により例外として扱うことが認められている場合を除き、前項に定める利用目的の達成に必要な範囲内で、個人
情報等を利用いたします。

4.個人情報等の提供
本財団は、法令により例外として扱うことが認められている場合を除き、個人情報をご本人の同意なく、業務委託先以外の第
三者に開示・提供することはせず、法令で認められた事務を除き、特定個人情報を委託先以外の第三者に開示・提供すること
はいたしません。

5.個人情報等の管理・保護
本財団は、個人情報等について、漏えい、滅失又はき損の防止等、その管理のために必要かつ適切な安全管理措置を講じます。
また、個人情報等を取り扱う従業者や委託先に対して、必要かつ適切な監督を行います。個人情報等の安全管理措置に関して
は、別途本財団規程において具体的に定めています。本財団は、個人情報等の利用目的が達成された場合で、かつ所管法令に
おいて定められている保存期間を経過した場合は、速やかに個人情報等を廃棄・消去いたします。

6.保有個人データおよび特定個人情報ファイルの開示および訂正等
本財団は、保有個人データおよび特定個人情報ファイルにつきご本人または代理人からの開示、訂正等（訂正､追加､削除､利
用停止､消去または第三者への提供の停止をいいます。）を求められた場合には、法令の規定に従い対応させていただきます。 

7.見直し
個人情報等の取扱いにつきましては、上記各項目の内容を適宜見直し、改善してまいります。

8.お問い合わせ
本プライバシーポリシーに関するお問い合わせにつきましては、本財団総務グループにて受け付けております。

(別記)公益財団法人日産財団が業務上保有する個人情報の利用目的 

1.公益財団法人日産財団（以下「本財団」といいます。）が保有する個人情報は、公益法人の健全なる発展を図り、もって公共
の利益を増進することを目的として本財団が行う次の事業に利用します。
(1)人材育成・教育助成事業
(2)研究助成事業
(3)その他、上記(1)および(2)の公益目的を達成するために必要な事業

2.本財団が保有する個人情報は、上記１の事業に関し、次の利用目的で利用します。 なお、特定の個人情報の利用目的が法令
等に基づき限定されている場合には、当該利用目的以外では利用しません。
(1)応募カテゴリーの審査および審査結果の通知
(2)助成決定後の諸手続の連絡および贈呈式等の案内
(3)助成対象者決定の公表［氏名、所属機関(名称・住所・電話番号)、職名、経歴、実績共同研究者の氏名・所属機関(名称・
住所・電話番号)・職名］
(4)本財団が主催する講座の運営に係る諸連絡・参加者名簿の作成と講座の既参加者を対象とした研究会の案内・ 顧客満足度
調査等のアンケート又は聞き取り調査の依頼
(5)取引先との契約関係の管理
(6)本財団のホームページへの掲載、ニュースレターの配布等の広報活動業務
(7)本財団内管理業務

個人情報に関するお問合せ窓口 

公益財団法人日産財団 経営管理部

本助成に関する問い合わせは、以下フォームからお願いいたします。 
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後援：文部科学省 




